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第 ７ ３ 回 労 働 政 策 審 議 会 障 害 者 雇 用 分 科 会 に 係 る 意 見 書

平 素 は 視 覚 障 害 者 に 対 す る 福 祉 の 増 進 に 対 し 、 弛 ま ざ る ご

努 力 を 頂 き 心 よ り 敬 意 を 表 し ま す 。

改 正 障 害 者 雇 用 促 進 法 〔 障 害 者 の 雇 用 の 促 進 等 に 関 す る 法

律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 ２ ５ 年 法 律 第 ４ ６ 号 ） 〕 が 施

行 さ れ 、 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 か ら 、 す べ て の 事 業 者 に 障 害 者 差 別

の 禁 止 と 合 理 的 配 慮 の 提 供 が 義 務 づ け ら れ て １ 年 が 経 過 し た

今 、 平 成 ３ ０ 年 度 か ら の 法 定 雇 用 率 の 改 定 に 向 け た 論 議 が 開

始 さ れ て い る 。 現 在 民 間 事 業 者 に 義 務 づ け ら れ た ２ ． ０ ％ の

法 定 雇 用 率 は 、 ２ .４ ％ を 目 標 に 、 本 日 の 審 議 を 経 て 引 き 上 げ

ら れ る こ と と な る 。 近 年 の 精 神 障 害 者 を 中 心 と す る 障 害 者 の

求 職 者 数 の 増 加 や 障 害 者 の 実 雇 用 数 は 順 調 に 増 大 し 、 精 神 障

害 者 に 関 し て は 、 平 成 ２ ５ 年 の 法 改 正 で 、 法 定 雇 用 率 の 算 定

基 礎 の 対 象 に 、 新 た に 「 精 神 障 害 者 を 追 加 」 「 原 則 ５ 年 事 に

見 直 し 」 と な る 。 こ れ を 受 け て 、 各 企 業 で は 、 「 ２ ０ １ ８ 年

問 題 」 と し て 、 「 障 害 者 雇 用 率 の 引 き 上 げ ２ ． ３ ％ 」 を 前 提

と し て 採 用 が 進 め ら れ て き て い る こ と は 、 第 ２ ６ 回 全 国 障 害

者 特 例 子 会 社 連 絡 会 （ 平 成 ２ ９ 年 ２ 月 ２ ４ 日 開 催 ） で の 発 表

か ら も 周 知 の こ と で あ る 。

し か し 、 そ の 一 方 で 、 身 体 障 害 者 の 実 雇 用 数 は 停 滞 気 味 で

あ り 、 視 覚 障 害 者 の 新 規 就 職 者 数 は 減 少 傾 向 に あ る こ と か ら 、

本 連 合 と し て は 、 と り わ け 厳 し い 視 覚 障 害 者 に 対 す る 特 別 対

策 の 必 要 を 要 望 （ 第 ７ ２ 回 労 働 政 策 審 議 会 障 害 者 雇 用 分 科 会



に 意 見 書 を 提 出 ） し て い る よ う に 、 視 覚 障 害 者 が 、 そ の 適 性

と 希 望 に 沿 っ て 差 別 さ れ る こ と な く 就 職 の 機 会 が 保 障 さ れ 、

採 用 後 に お い て も そ の 能 力 を 適 正 に 発 揮 で き る よ う に し な け

れ ば な ら な い と 考 え る 。

ま た 、 ま だ ま だ 一 部 企 業 に お い て は 、 雇 用 率 達 成 で し か 、

障 害 者 雇 用 を 見 て い な い と い う 問 題 が あ り 、 こ の こ と が 、 企

業 に お け る 障 害 者 雇 用 の 取 組 を 遅 ら せ 、 定 着 を 阻 害 す る 一 因

と の 指 摘 も あ る 。 雇 用 率 制 度 の 適 正 な 適 用 に つ い て は 、 「 未

達 成 企 業 が 増 え る 」、「 上 げ 幅 論 」が 議 論 さ れ が ち で あ る が 、

大 事 な こ と は 、 障 害 者 雇 用 の 本 質 は 何 か を 忘 れ て は な ら な い 。

企 業 の 社 会 的 責 務 を 一 層 理 解 し て 、 障 害 者 雇 用 の 促 進 と 安 定

に 取 組 む こ と が 、 国 民 全 体 へ 差 別 の な い 共 生 社 会 実 現 へ の 推

進 力 と な る と 考 え る 。

以 上 の こ と を 踏 ま え 、 法 定 雇 用 率 改 定 に 関 し て は 、 下 記 の

意 見 を 提 出 し 、 併 せ て 支 援 策 の 充 実 を 要 望 す る 。

記

１ 精 神 障 害 者 の 雇 用 率 問 題

精 神 障 害 者 の 雇 用 率 算 入 に 当 た り 、 基 本 は ０ ． ３ ％ を 引 き

上 げ る べ き で あ り 、 今 回 の 厚 生 労 働 省 案 は 了 承 す る 。

そ の 理 由 は 、 平 成 ２ ７ 年 度 の 障 害 者 の 新 規 求 職 者 数 １ ８ ７ ,

１ ９ ８ 件 中 ８ ０ ,５ ７ ９ 件 が 精 神 障 害 者 で あ り 、 年 々 増 加 傾 向

に あ る 。 こ れ ら の 受 け 皿 と し て も 、 雇 用 率 を 引 き 上 げ る こ と

で 、 積 極 的 に 雇 用 の 拡 大 に 繋 げ て い く 必 要 が あ る 。

な お 、 激 変 緩 和 の 措 置 と し て 、 ２ ． ４ ％ の 到 達 時 点 、 あ る

い は 、 平 成 ３ ５ 年 改 正 の 到 達 で の 雇 用 率 ポ イ ン ト と し て 、 到

達 年 次 、雇 用 率 を キ チ ン と 明 示 し て い く 必 要 が あ る 。つ ま り 、

激 変 緩 和 と し て 、 平 成 ３ ０ 年 の 上 げ 幅 を 押 さ え て も 、 そ の 後

ス パ ン を 明 確 に す る こ と で 、 企 業 の 取 組 、 行 政 の 支 援 策 の 具

体 化 を 図 る こ と が で き る と 考 え る 。

例 え ば 、 当 面 、 従 業 員 ５ ０ 人 規 模 以 下 に つ い て は 、 努 力 義

務 規 定 と し （ た だ し 、 雇 用 状 況 報 告 書 の 提 出 義 務 は 課 す ） 、

つ ま り 、 ２ ． ３ ％ に 雇 用 率 を 引 き 上 げ た 場 合 、 負 担 感 の 軽 減



か ら 、現 在 の「 ５ ０ 人 に １ 人 」を 維 持 す る こ と も 考 え ら れ る 。

一 方 、 内 閣 府 平 成 ２ ８ 年 版 障 害 者 白 書 や 、 厚 生 労 働 省 平 成

２ ８ 年 障 害 者 雇 用 状 況 集 計 結 果 に よ る と 、 各 障 害 別 の 労 働 力

人 口 に 占 め る 就 業 者 数 の 比 率 は 以 下 の よ う に 、 精 神 障 害 者 の

就 業 率 が 極 め て 低 い こ と が 歴 然 と し て い る 。 こ の こ と か ら も 、

精 神 障 害 者 の 雇 用 が 引 き 上 げ ら れ る よ う に す べ き で あ る 。

● 身 体 障 害 者 、 知 的 障 害 者 、 精 神 障 害 者 の 総 数 約 ８ ６ ０ 万 人

・ 身 体 障 害 者 約 ３ ９ ４ 万 人

・ 知 的 障 害 者 約 ７ ４ 万 人

・ 精 神 障 害 者 約 ３ ９ ２ 万 人

● 労 働 力 と な る １ ８ 歳 ～ ６ ４ 歳 の 障 害 者 の 数 約 ３ ５ ４ 万 人

・ 身 体 障 害 者 約 １ １ １ 万 人

・ 知 的 障 害 者 約 ４ １ 万 人

・ 精 神 障 害 者 約 ２ ０ ２ 万 人

● 実 際 の 障 害 者 の 就 業 者 数 約 ４ ８ 万 人

・ 身 体 障 害 者 約 ３ ３ 万 人（ 労 働 力 人 口 の ２ ９ ．７ ％ ）

・ 知 的 障 害 者 約 １ １ 万 人（ 労 働 力 人 口 の ２ ６ ．８ ％ ）

・ 精 神 障 害 者 約 4 . 2 万 人 （ 労 働 力 人 口 の ２ ． ０ ％ ）

２ 除 外 率 の 問 題

除 外 率 制 度 は 、 ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 観 点 か ら 、 平 成 １

４ 年 法 改 正 に よ り 、 廃 止 の 方 向 で 段 階 的 に 引 き 下 げ る こ と が

決 定 さ れ た 。 し か し 、 廃 止 決 定 か ら １ ３ 年 間 で ２ 回 の 引 き 下

げ が 行 わ れ た だ け で あ り 、 今 後 １ ０ ％ 引 き 下 げ を 確 実 に 実 行

す べ く 検 討 し て い く べ き で あ る 。 少 な く と も 、 現 在 ３ ０ ％ 以

上 の 設 定 業 種 （ 鉄 道 業 /医 療 業 /高 等 教 育 機 関 /林 業 /金 属 鉱 業 /

児 童 福 祉 事 業 /特 別 支 援 学 校 等 /石 炭 ・ 亜 鉛 鉱 業 /道 路 旅 客 運 輸

業 /小 学 校 /幼 稚 園 /船 員 等 に よ る 船 舶 運 航 等 の 事 業 ） に つ い て

は 、 １ ０ ％ ず つ 引 き 下 げ る こ と に よ り 、 障 害 者 雇 用 へ の 取 組

が 促 進 さ れ る と 考 え る 。 ち な み に 、 近 年 、 産 業 構 造 を 取 り 巻

く 環 境 が 変 化 し 、 運 輸 通 信 等 で も 農 業 分 野 の 進 出 や 多 角 的 経

営 に な っ て き て い る 。

３ 支 援 策 の 充 実

こ れ ま で の 長 年 の 精 神 障 害 者 の 切 実 な 願 い に 応 え て 、 精 神

障 害 者 を 積 極 的 に 雇 用 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 そ の



た め に は 、 精 神 障 害 者 の 法 定 雇 用 率 の 算 入 に つ い て 引 き 上 げ

率 を ０ ． ３ ％ と す る と と も に 、 精 神 障 害 者 は 離 転 職 が 多 い と

批 判 さ れ な い た め に も 、 定 着 支 援 等 の 支 援 策 の 充 実 を 図 る こ

と が 肝 要 で あ る 。

特 に 、 精 神 障 害 者 の 就 職 の 多 く は 「 発 達 障 害 」 と 言 わ れ る

精 神 障 害 者 手 帳 所 持 者 で あ り 、 以 前 か ら 統 合 失 調 症 等 の 「 よ

り 就 職 や 定 着 が 困 難 な 人 た ち へ の 支 援 」 が 必 要 と な っ て い る 。

発 達 障 害 者 の 場 合 は 、 職 務 の 設 計 や 支 援 方 法 等 、 各 企 業 等 も

分 か っ て き て お り 、 精 神 障 害 者 と し て 草 刈 り 場 に な っ て き て

い る が 、 統 合 失 調 症 に つ い て は 、 シ ス テ ム と し て の 雇 用 管 理

が 肝 要 で あ る 。

例 え ば 、 以 下 の 様 な 方 法 が 考 え ら れ る 。

（ １ ） メ ン タ ー 制 度 を 導 入 し マ ン ツ ー マ ン で 支 援 す る

一 例 ： メ ン タ ー 制 度 導 入 助 成 金 の 新 設

（ ２ ） 職 業 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 勤 務 の 導 入

一 例 ： 有 給 と は 別 に 無 給 の 通 院 休 暇 の 創 設 （ 通 院 す る こ

と も 仕 事 と し て 位 置 付 け る 等 ）

（ ３ ） 体 調 に 合 わ せ て 勤 務 時 間 を 調 整 で き る よ う に す る

一 例 ： 契 約 の 基 本 は ２ ０ 時 間 /週 と す る が 、 体 調 に よ っ て

勤 務 時 間 を 変 更 す る （ 契 約 は 雇 用 保 険 被 保 険 者 に

該 当 し て い る が 、 体 調 が 悪 い 時 は １ ０ 時 間 に す る 、

調 子 が 良 い 時 は ３ ０ 時 間 に す る 等 、 勤 務 時 間 の 調

整 を す る ）

以 上 の よ う に 、 医 療 と の 連 携 、 サ ポ ー ト シ ス テ ム 、 働 く 環

境 整 備 、 雇 用 率 の 引 き 上 げ に よ っ て 、 精 神 障 害 者 の 活 躍 で き

る 場 が 期 待 で き る 。

４ 視 覚 障 害 者 に 対 す る 支 援

（ １ ） 中 途 視 覚 障 害 者 の 雇 用 の 継 続 と 合 理 的 配 慮

中 途 視 覚 障 害 者 が そ れ ま で 培 っ て き た 多 く の 知 識 や 経 験 を

無 駄 に し な い た め に も 、 定 年 ま で 働 き 続 け ら れ る よ う に 雇 用

継 続 を 図 る こ と は 、 本 人 に と っ て は も ち ろ ん 、 社 会 全 体 に と

っ て も 極 め て 重 要 で あ る 。 そ の た め に は 、 在 職 中 に 、 必 要 な

ロ ー ビ ジ ョ ン ケ ア や 在 職 者 訓 練 等 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を は

じ め 、 合 理 的 配 慮 の 提 供 が 行 わ れ る こ と が 不 可 欠 で あ る 。 し

か し 、 視 覚 障 害 者 に 対 す る 職 業 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 施 設 等 は



少 な く 、 一 部 地 域 に し か 存 在 し な い 。 そ の よ う な 実 態 を 考 慮

し 、 全 国 の ど こ か ら で も 必 要 な 支 援 が 得 ら れ る よ う 特 別 な 対

策 を 検 討 し て 欲 し い 。

（ ２ ） 身 体 障 害 者 手 帳 非 該 当 の 場 合

視 覚 障 害 (視 野 狭 窄 、 中 心 暗 転 、 視 力 低 下 等 )で 、 現 在 手 帳

の 発 給 は 受 け て い な い が 、 回 復 の 見 込 み は な く 、 作 業 の 遂 行

が 困 難 と な っ て き て い る よ う な 場 合 、 今 後 の 障 害 の 進 行 が 懸

念 さ れ る 。 こ の よ う な 場 合 、 事 業 主 と し て も 、 合 理 的 配 慮 と

し て 在 職 者 訓 練 等 の 職 業 訓 練 機 会 の 提 供 を 考 え な け れ ば な ら

な い が 、 身 体 障 害 者 手 帳 が な い た め 、 窓 口 で ト ラ ブ ル と な る

こ と が 少 な く な い 。 本 件 の よ う な 事 例 で は 、 医 師 の 診 断 書 に

よ っ て 、 障 害 の 状 況 （ ※ 備 考 ） を 確 認 し 、 職 業 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン が 受 け ら れ る こ と を 全 国 関 連 施 設 等 に 周 知 し て 欲 し い 。

※ 備 考 診 断 書 の 記 載 事 項

① 心 身 の 機 能 の 障 害 (回 復 の 見 込 み 、 進 行 、 将 来 の 手 帳 発 給

見 込 み )

② 障 害 が 長 期 に わ た り 、 ま た は 永 続 す る こ と

③ 障 害 に よ り 職 業 生 活 が 相 当 程 度 制 限 さ れ る こ と を 確 認 し 、

在 職 者 訓 練 等 、 必 要 な 支 援 が 受 け ら れ る こ と

（ ３ ） リ ワ ー ク 事 業 の 拡 大

リ ワ ー ク 事 業 は 、 精 神 障 害 者 に と っ て 大 き な 成 果 を 上 げ て

き た 。 こ の ノ ウ ハ ウ を 基 盤 と し て 、 視 覚 障 害 者 等 の 職 場 復 帰

支 援 の 新 た な 枠 組 み を 検 討 し て 欲 し い 。

（ ４ ） 視 覚 障 害 公 務 員 等 に 対 す る 支 援

国 や 地 方 自 治 体 、 独 立 行 政 法 人 に 雇 用 さ れ て い る 視 覚 障 害

者 が 、 十 分 に 能 力 を 発 揮 し 、 そ の 職 責 を 果 た す た め に は 、 合

理 的 配 慮 等 、 支 援 が 必 要 で あ る 。 公 務 員 等 に つ い て も 、 民 間

企 業 と 同 様 に 、 好 事 例 の 収 集 、 公 表 ・ 周 知 ・ 啓 発 を 図 る と と

も に 、 民 間 企 業 と 同 様 の 支 援 を 受 け ら れ る よ う に す べ き で あ

る 。そ の た め に 、厚 生 労 働 省 が 音 頭 を 取 り 、内 閣 府 、人 事 院 、

総 務 省 等 で 構 成 す る 合 同 の 検 討 会 議 を 設 置 し 、 具 体 策 を 検 討

し て 欲 し い 。

以 上


